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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Toward　advanced 　GART 　in　safety 　and 　ef『ectiveness

胃癌癌性腹膜炎に対する集学的治療
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【目的 】胃癌腹 膜播種 に対 しS−1＋Paclitaxel（PTX ）腹 X空内併用 投与 を行い 比較 的良好 な成 績 を報 告 して きた。今 回、多量 の 癌性腹水を 伴

う症 例 に 対 して CART 施 行 後 に 同療法 を施行 した 症例 に つ い て 検討 した。【方法】第 1相試験 に よ り好 中球減少を用量 制限 毒性 と して、

PTX 腹腔内投与 の 推奨投与量 を 20mg／m2 に決 定 した 。第 II相試験で は 生 存期 間 」IT央 値 23．6ヵ 月 で あ り、腹水減少 を 62％、腹水細胞 診

陰性化を 86％ に認 めた。現在、本療法 と S−1＋CDDP 併用療 法を比 較 す る第 III相試 験 を実施中 で ある 。 【CART 併用 療法】大量 腹水 を伴

う胃癌 23例 に 対 し、CART を併用 した 後、化学療法を施行 した。患者 の 年齢 52．9± ll、9歳。男 性 ：12例 ，女性 ；ll例。　PS　O；9 例 、1：10例 ，

2：3 例 ，3：1例。旧規約 P2 ：3 例 ．P3；20 例。腹 水 量 ＋＋：7例 ，＋ ＋＋：16例。　CYO ：1 例、CYI ：22 例。こ の 23 例 に 対 し合計 97回の CART を施行

した （中央 値 2 回 ，n7 回 ）。　CART の 前後で 、血漿 ア ル ブ ミン 値 は平均 O．2g／dL 上 昇、一日 尿量 は約 2 倍 に 増 加 した。腹 部 膨 満感また は

呼吸苦 を有する 症 例 で は、全 例 で 症状 は 消失 し、PS に 著明 に 改善 した。鬲1」作 用 は、約 半 数 に再 静 注前後の 軽度体温上 昇 を認 め た の み で

あ っ た。初回か らの 生 存期問中 央値 239日 （58
’
629日）が 得 られ た。【結論】CART は 多量 の 癌 性腹 水 を伴 う胃癌腹膜播種 に 対 す る緩 和 療

法 と して 安全 かつ 有効で あ り、適切 な腹 腔 内 化 学療 法 と組 み 合わせ る こ とに よ り生存期 間の 延 長 につ なが る可 能性の ある こ とが示唆され

た。
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1ntraperitoneal　chemotherapy 　combined 　wi 電h　CART 　for　peritoneal　carcinomatosis 　of　gastric　cancer
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最 近の小児血漿交換 につ い て
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医療 技 術 の 進歩 に よ り小児に お い て も血 漿 交換 （PE ）は以 前 に比 べ 格段 と安全 と な り、適 応 も器 機 さえ揃 えれ ば成入 とほ ぼ 同 じ疾患 で 施

行 可 能で あ る。
しか し、小児お ける PE 適 応 疾 患 の 発 生 頻 度 は 少 な い 。そ の た め PE の 適応 お よ び開始 時期、方 法、置換 液な ど に つ い て は担 当医や 各施

設の 経 験に 基づ き、成人 に倣い 行わ れる こ とに な る。PE の 臨床効果 は ともか く、その 方法や適応 につ い て は 必ず し もPE に詳 しい 専 門

家が い ない 会場で 討 論 さ れて い る こ と が 多い 。
そ れ で 10年 以 上 に渡 っ て 小 児 PE を よ り安全 性 を高 め、適正 治療 とする ため に 本学会で 小 児 の PE 経 験 を発 表 して もら い 議論 して きた。

今回 もガ イ ドラ イ ン に も記載 され た 川 崎病に お ける PE の 現況、エ ク リズ マ ブの 適応 も考えら れ て きた非定型 溶血 性 尿 毒症 症 候群 お け る

PE、移 植後再発 した 巣状糸球体硬化症 （FGS）ばか りで な くス テ ロ イ ド抵抗性 ネ フ ロ
ー

ゼ症 候 群 を呈 した FGS に も施行 される PE ま た は

LDL ア フ ェレ シ ス と ．最近 そ の 有効性が 報告 され て きた リ キ キ シマ ブ、ス テ ロ イ ドの 他 タ ク ロ リム ス や イ ン フ リ キ シマ ブ な どの 治療 と

もに潰瘍性大腸炎治療 に 選択 され る白．血球 除去 療 法な どに つ い て そ の 経験 を それ ぞ れ報告 して もらい 、その 適応お よび位置つ け につ い て

も討論 した い 。
そ れ に 先立．っ て 最 近 の 小 児期 にお け る PE の 話題

・進歩 に つ い て 振 り返 っ て み た い 。
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